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In this study, we considered efforts to improve lessons through mentoring for young 
teachers who have l itt le  experience as teachers in junior high school .  As a result ,  i t  
was found that young teachers with fewer years of  teaching experience may be able to 
continuously  improve their  lessons by taking measures that  incorporate  mentoring, 
the use of  a mentor,  who is an outside expert with expertise in the subject.  However,  
the  mentor  l istened to  the  mentee  and fe l t  that  she was not  able  to  ful ly  draw out 
her independence,  while the principal was able to fully respond to the daily subject-
specific questions of the mentee. In addition, since the mentee had issues that spanned 
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2　1 で 1 ～ 3 の順番をつけた取組が有効であったと考える理由をお書きください。
表 1・2 にアンケート結果を示す。
表 1　授業改善の取組に関するアンケート項目 1の結果　　　　　　は教員経験年数
授業改善の取組内容 24 22 17 13 5 4 3 2
ア モデル授業から学ぶ生徒への指示・発問の在り方 1 4 3 5 2 2 4 3
イ 教員グループによる授業参観と気づきの交流 2 5 2 1 3 1 3 5
ウ 休校期間中の模擬授業 　 3 5 4 5 5 5 4
エ 管理職からの指導・助言 3 1 1 2 4 3 2 2





































表 1 から教員経験年数 10 年未満の 4 人の教員の内 3 人が，最も有効であった授業改善の取組と
して教科の専門性のある外部有識者や指導主事等からの指導・助言を挙げている。それを選んだ理
由を見てみると，教科の具体的なアドバイスや専門的な視点からの指導があることを挙げている。







































また，上記の 2 つの領域を支える 5 つのスキルの概要は次のとおりである。















































2020 年 6 月 11 日から 2020 年 11 月 18 日
③　対象学級







【6 月 10 日実施の授業におけるパフォーマンスとカウンセリング】番号は優先順位
①　本文内容における Q ＆ A で，日本語でのやり取りになっている。









【6 月 10 日実施の授業における課題のフィードバックとレビューイング】
7 月 31 日授業では，②③④は改善されていた。①の本文内容における Q ＆ A の答えが英語では
あるが，単語での解答に留まっている。
【7 月 31 日実施の授業におけるパフォーマンスとカウンセリング】








【7 月 31 日実施の授業における課題のフィードバックとレビューイング】
8 月 5 日実施の授業では，①②③は改善されていた。













【8 月 5 日実施の授業における課題のフィードバックとレビューイング】
9 月 29 日実施の授業では，①④は改善されていた。













【9 月 29 日実施の授業における課題のフィードバックとレビューイング】
11 月 11 日実施の授業では，①が改善されていた。
















を表 4 と図 2 に示す。
①　調査時期
事前調査 2020 年 6 月 3 日，事後調査 2020 年 11 月 17 日
②　調査対象
研究対象中学校　第 2 学年　19 人
表 4 は，生徒が回答した具体的な学習内容の一部である。














































域に関する生徒の意識（質問項目 1 ～ 4）と英語の学習への意欲に関する生徒の意識（質問項目 5・6）
に関するアンケート結果である。それぞれ「4　とても当てはまる，3　当てはまる，2　あまり当
てはまらない，1　当てはまらない」の 4 選択肢から自分の状況に当たるものを 1 つ選ぶアンケー
ト形式とした。図 2 の縦軸数値は，生徒が選んだ選択肢の平均値を示している。
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